
「いじめ」について改めて考える 
 よく耳にする「いじめ」。小中学生や高校生もいじめによって自ら命を絶つような痛まし

い事件が繰り返されています。では、何が「いじめ」なんでしょうか。 

 現在、「いじめ」は『いじめ防止対策推進法』の施行に伴い、平成２５年度から次のよう

に定義されていいます。 

「いじめ」とは、「児童生徒に対して、当該児童生徒が在籍する学校に在籍している等当該

児童生徒と一定の人的関係のある他の児童生徒が行う心理的又は物理的な影響を与える行

為（インターネットを通じて行われるものも含む。）であって、当該行為の対象となった児

童生徒が心身の苦痛を感じているもの。」とする。なお、起こった場所は学校の内外を問わ

ない。 

 わかったでしょうか。つまり加害者側が「それは遊び」「そんなつもりはない」「嫌がっ

てなんかいなかった」という言い訳は通用しません。被害者が「いじめを受けている」と

いう風に考え、苦しんでいるとしたらそれは「いじめ」なのです。 

2 月 19 日、滋賀県大津市で起きたいじめ自殺事件の民事裁判の判決が下りました。みな

さんもニュースなどで知っていると思います。今から 8年前の 2011年に中学 2年生であっ

た加害者も、成人を迎えるほどの歳月がすぎました。判決では、加害者側の元同級生と保

護者に慰謝料など約 3,750 万円の支払いを命じました。この時の加害者となった元少年た

ちは、「あそびだった」「本人も了解の上だった」と主張していましたが、裁判ではこの訴

えを完全に退けたかたちとなりました。 

 「いじめ」は児童・生徒だけに起こるものではなく、大人の世界でも起こります。上の

立場の人間が、その地位を利用していじめをする「パワハラ」、異性への性的な嫌がらせ「セ

クハラ」、最近では妊婦さんへの嫌がらせ「マタハラ」なんていうのもあります。自衛官が

度重なるいじめで自殺をしてしまうという事件もありまし

た。 

 「いじめ」はされる方にも原因があるという人がいます。

確かにいじめられやすい人というのはいるでしょう。でも

「いじめていい人」はいないはずです。私の学生時代の友

人から、彼女が小学校の頃に、当時としては珍しかった「ピ

ンクのランドセル」を使っていたためにいじめられたとい

う話を聞きました。つまり理由などなんでもいいのです。 
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 あなたのその言葉、その書き込み、その行動は誰かへの「悪意」になっていませんか。 

 あなたは、自分が誰かに悪口をささやく時の顔を見たことがありますか。 

小・中・高生のいじめによる自殺は、警察の統計では毎年 300人を超えています。 

 

 

 先日話題となったこのニュース、知っている人も多いと思います。こうした事件が後を

絶たないため、各チェーン店では、「スマホの持ち込み禁止」が議論されているそうです。

学校では「スマホの持ち込み許可」が議論されている

とのことですが・・・。 

(甲斐市ではまだです)みなさんはどのように考えるで

しょうか。この事件のような場合、アルバイトをクビ

になるだけでは済まされず、この店舗のみではなく、

全店の売り上げに影響したということになると、最低

でも数千万円の損害賠償が求められることは確実で

す。君たち個人や君たちの保護者がその後の人生をか

けて支払っていく金額となります。インターネットに

掲載するということは、「いたずら」にはならないこ

とを自分事として理解してほしいと思います。 

インターネットの世界では自分の仲間内にしか見られていないと思っても、いったん掲

載されたら、君たちが想像している以上のスピードで拡散され、無限にコピーされること

になります。こうしたいたずらをしないということはも

ちろんですが、「インスタグラム」「ティックトック」「ユ

ーチューブ」「ライン」など、インターネットを活用し

たアプリケーション上に書く、載せることは、自分の仲

間内の「秘密日記」に書いているわけではありません。

「いいね  」や、ささやかな評価を期待するあまり、

被害者や加害者となってしまい、後の人生に影を落と 

すことがないようにしてほしいと思います。 

 

 

  公立高校の後期入試がいよいよ来週に迫りました。三年生の皆さんは学力だけでなく、

態度・体力・精神力そのすべてが試されます。これまでの北中での時間、北中スタンダー

ド(基準)に自信をもち、挑戦してきてください。一・二年生のみなさんは、一年後、二年後

に訪れるこの日に向かって、北中生としてのスタンダードを身につけてほしいと思います。 

毎日してきたことが本番にできます。当たり前になっていることは、緊張していても自

然とできることです。身なり、あいさつ、持ち物、マナー、そして学力。いよいよです！ 


